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海
に
つ
い
て
学
び
、
地
域
の
魅
力
を
知
る

能
登
小
木
港

イ
カ
す
会

た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
県
漁
協
小
木
支
所
に
集
結
。

「
イ
カ
す
会
」
が
5
月
29
日
に
開
か
れ
、

多
く
の
人
が
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
し
ま
し
た
。

恒
例
イ
ベ
ン
ト
「
能
登
小
木
港
イ
カ
す
会
」

が
5
月
29
日
に
県
漁
協
小
木
支
所
一
帯
で

開
か
れ
ま
し
た
。
日
本
有
数
の
イ
カ
水
揚
げ
量
を

誇
る
小
木
港
を
広
く
発
信
し
よ
う
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
主

催
者
発
表
で
９
，
６
０
０
人
が
訪
れ
、
賑
わ
い
を

見
せ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
「
の
と
も
～
る
ス
マ
イ
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
地
域
活
動
応
援
金
の
贈
呈
が
あ
り

ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
能
登
町
の
食
材
と

し
て
イ
カ
が
用
い
ら
れ
餃
子
と
団
子
、
炊
き
込
み

ご
飯
の
素
が
開
発
・
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
売
り
上

げ
1
点
に
つ
き
3
円
が
助
成
金
と
し
て
交
付
さ

れ
、
１
９
３
，
５
８
４
円
が
コ
ー
プ
い
し
か
わ
の

長
谷
川
隆
史
理
事
長
と
山
成
商
事
の
土
居
岸
敏
彦

取
締
役
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
は
小

木
小
学
校
児
童
の
鼓
笛
演
奏
に
始
ま
り
、
県
の
漁

業
調
査
船
「
白
山
丸
」
で
の
イ
カ
釣
り
漁
業
体
験

航
海
や
船
凍
イ
カ
の
早
抜
き
選
手
権
、
イ
カ
の
つ

か
み
取
り
な
ど
、
こ
の
地
な
ら
で
は
の
ユ
ニ
ー
ク

な
体
験
が
め
じ
ろ
押
し
で
す
。
会
場
に
は
炭
火
が

お
こ
さ
れ
、
新
鮮
な
海
産
物
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
、
来
場
者
は
海
の
幸
に
舌
鼓
を
う
ち
な
が
ら
イ

ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

特
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
の
は
、「
Ａ
Ｋ
Ｂ

48　

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
8　

能
登
応
援
隊
」
の
皆
さ
ん
に

よ
る
ス
テ
ー
ジ
で
す
。
Ａ
Ｋ
Ｂ
48
の
「
恋
す
る

フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
ク
ッ
キ
ー
」
で
イ
カ
す
会
を
復
活

で
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
駆
け
つ
け
た
フ
ァ
ン

と
と
も
に
、
小
木
地
区
有
志
も
ス
テ
ー
ジ
の
実
現

を
喜
び
ま
し
た
。

イカを知る
　県の漁業調査船「白山丸」の乗船体験や、

イカの解剖、イカ釣り船の見学など、小中

学生が地元の産業について学びました。

イカで楽しむ
　凍結したイカの内臓を抜く「船凍イカ早抜き

世界選手権」やイカの空箱を崩さずに早さを競

う「走れっ！船凍イカ世界選手権」などご当地

競技が開催されました。

イ
カ
で
賑
わ
い

　

能
登
高
校
書
道
部
に
よ
る
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
や
小
木
小
の
鼓
笛
演
奏
で
、
イ
カ
釣
り
船
の
出

港
を
控
え
る
港
町
が
賑
わ
い
ま
し
た
。

（上２枚）小学６年生と中学３年生が参加した白山丸の
「イカ釣り漁業体験」。（下）イカのつかみ取り

イベントの魅力を凝縮した、地域愛あふれる
能登高校書道パフォーマンス作品


